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問　

事
故
や
犯
罪
を
未
然
に
防

ぐ
に
は
、
発
生
原
因
を
明
ら
か
に

し
て
対
策
を
講
じ
、
そ
の
効
果
を

定
期
的
に
検
証
し
、
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
市
内

の
交
通
事
故
多
発
箇
所
や
重
大
事

故
が
発
生
し
た
道
路
で
は
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の

か
。
交
通
安
全
対
策
は
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
運
転

志
政
あ
や
せ　

武
藤　

俊
宏

者
や
歩
行
者
に
危
険
箇
所
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
と
思
う

が
、
事
故
が
起
き
た
箇
所
を
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
地
図
に
表
示

し
、
市
民
に
周
知
し
て
は
ど
う

か
。ま
た
、防
犯
カ
メ
ラ
は
、事
件
・

事
故
が
起
き
た
際
、
大
き
な
証
拠

と
な
っ
て
い
る
が
、
市
が
主
体
と

な
っ
て
導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

　

答　

重
大
事
故
が
発
生
し
た
、

あ
や
せ
タ
ウ
ン
ヒ
ル
ズ
前
は
、
す

で
に
横
断
防
止
柵
を
設
置
し
て
お

り
、
大
上
保
育
園
の
東
側
交
差
点

は
改
良
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

他
の
危
険
箇
所
に
は
道
路
照
明
灯

や
反
射
鏡
の
設
置
、
路
面
の
着
色

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
大
和
警
察

署
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
人

身
事
故
発
生
箇
所
を
地
図
に
表
示

し
市
役
所
北
側
玄
関
で
掲
示
し
て

い
る
が
、今
後
、市
民
が
効
率
よ
く

情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
公
開
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。ま
た
、防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪

抑
止
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
犯
罪
発
生
状
況
を
踏

ま
え
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
調
査

研
究
し
、設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
ご
み
出
し
ル
ー
ル
の

周
知
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

志
政
あ
や
せ　

橘
川　

佳
彦

　

問　

寺
尾
の
森
は
寺
尾
北
部
の

ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
ま
と
ま
っ
た

雑
木
林
が
広
が
る
緑
地
空
間
で
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、
犬
の
散

歩
や
高
齢
者
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
と
し
て
地
域
の
憩
い
の
場
所

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
綾
瀬
市
緑
の

基
本
計
画
の
中
で
、
緑
の
保
全
及

び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に

よ
り
緑
地
保
全
を
図
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
一
方
で
、
森
を
囲
ん

で
東
西
へ
向
か
う
周
辺
道
路
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
森
の
中
央
を
通

る
園
路
は
駅
へ
向
か
う
生
活
道
路

と
し
て
多
く
の
地
域
住
民
に
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、
未
整
備
の
上
、

街
灯
も
な
い
。
森
の
園
路
が
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
園
路
の

整
備
と
街
灯
を
設
置
し
な
い
か
。

　

答　

寺
尾
の
森
は
、
市
の
北
部

に
位
置
す
る
住
宅
地
内
に
残
さ
れ

た
良
好
な
自
然
の
緑
地
で
あ
る
。

緑
地
内
に
は
都
市
計
画
道
路
寺
尾

上
土
棚
線
の
北
伸
計
画
も
あ
り
、

人
工
の
構
造
物
は
造
ら
ず
自
然
の

状
態
を
極
力
残
し
て
い
く
よ
う
に

配
慮
し
な
が
ら
、
市
民
の
方
が
自

由
に
散
策
で
き
る
よ
う
に
園
路
を

設
置
し
、
維
持
管
理
を
行
っ
て
き

た
。
緑
地
内
を
横
断
す
る
園
路
は

利
用
者
も
多
く
、
地
域
住
民
が
生

活
道
路
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、

緑
地
と
し
て
の
自
然
環
境
に
十
分

配
慮
し
な
が
ら
、
砕
石
舗
装
や
公

園
灯
の
設
置
な
ど
歩
き
や
す
さ
や

安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
、
地
域

の
声
を
聞
き
な
が
ら
必
要
に
応
じ

た
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
外
部
人
材
の
活
用
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

綾
瀬
市
立
学
校
通
学
区
域

検
討
委
員
会
で
は
、
学
校
と
地
域

の
つ
な
が
り
か
ら
通
学
区
域
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
視
点
に
検
討
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
平
成　

年
に

２１

提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
は
、
綾
西

小
校
区
の
早
川
城
山
地
区
北
東
部

が
、
距
離
的
に
早
園
小
学
校
に
近

い
た
め
、
早
園
小
校
区
に
変
更
す

る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
意
見
内

二
見　

昇

容
で
あ
っ
た
が
、
報
告
事
項
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
地
域
内
の
児
童
・
生

徒
数
の
変
動
に
よ
り
、
学
校
間
の

バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
た
場
合
、

学
校
規
模
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
解
消

に
、
校
区
編
制
見
直
し
や
学
校
統

合
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

　

答　

通
学
区
域
は
、
自
治
会
の

区
を
基
本
に
設
定
し
て
お
り
、
登

下
校
時
の
見
守
り
な
ど
地
域
と
一

小
・
中
学
校
の
校
区
編
制
見
直

し
や
学
校
統
合
を
考
え
な
い
か

体
と
な
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
住
民
の
理
解
に
も
十
分
配

慮
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
早

川
城
山
地
区
北
東
部
は
、
通
学
の

利
便
性
を
考
え
る
と
早
園
小
校
区

に
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
優
先
し
、

校
区
を
分
け
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
。ま
た
、学
校
規
模
に
よ
る
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
化
の
解
消
は
、学
校
は
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
あ

げ
て
き
た
歴
史
も
あ
る
の
で
、
児

童
・
生
徒
数
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
簡

単
に
学
区
を
見
直
す
と
い
う
考
え

は
現
時
点
で
は
持
っ
て
い
な
い
。

（
ほ
か
に
「
第
四
次
厚
木
爆
音
訴

訟
判
決
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

畑
井　

陽
子

　

問　

市
で
は
、
他
の
自
治
体
に

先
駆
け
、４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
っ

た
。
要
支
援
１
と
２
の
方
を
認
定

す
る
際
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
み
用
い
て
判
断
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
以
前
の
介

護
保
険
制
度
で
は
多
く
の
方
が
関

わ
り
、
段
階
を
経
て
判
断
し
て
い

た
。
正
し
い
認
定
が
さ
れ
る
か
不

安
に
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
方
々

に
よ
っ
て
認
定
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
地
域

で
の
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
た
め
、
事
業
者
な
ど
が
集

ま
る
協
議
会
な
ど
の
設
置
を
考
え

て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
際
は
市

民
か
ら
も
公
募
し
、
幅
広
く
意
見

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　

答　

要
支
援
１
と
２
の
方
へ
の

聞
き
取
り
チ
ェ
ッ
ク
は
、
同
じ
基

準
で
対
応
で
き
る
よ
う
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
で
、
国

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
研
修
を
実

施
し
、
市
の
基
幹
型
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
民
間
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
な
ど
が
行
っ
て

い
る
。さ
ら
に
、民
間
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
作
成
の
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
は
、
市
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
必
要
に
応
じ
て

確
認
し
て
い
る
。ま
た
、地
域
で
の

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整
備

に
向
け
て
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る

際
は
、
民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
な
ど
、
地
域
の
情
報
を
持
つ

方
々
の
参
加
を
予
定
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

生活道路としての

役割を持つ寺尾の

森内の園路整備を

危
険
な
道
路
の
情
報
提
供
や
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め
て
は

新たな要支援の認

定方法と地域サー

ビス実施の考えは

　

委
員
会
で
は
、
優
れ
た
施
策
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
先
進

地
な
ど
を
視
察
し
て
、
特
定
事
項

に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
、
専
門

的
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

視
察
内
容
の
詳
細
は
、
議
会
事

務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

視
察
日
程
・　

月
５
日
〜
７
日

１０

【
沖
縄
県
糸
満
市
】

▽
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い

て【
沖
縄
県
沖
縄
市
】

▽
こ
ど
も
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

▽
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

【
沖
縄
県
名
護
市
】

▽
学
力
向
上
に
つ
い
て
（
秋
田
県

と
の
教
員
人
事
交
流
事
業
）

●
総
務
教
育
常
任
委
員
会

視
察
日
程
・　

月　

日
〜　

日

１０

１４

１６

【
石
川
県
白
山
市
】

▽
北
陸
自
動
車
道
白
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
開
通
後
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
つ
い
て

【
富
山
県
南
砺
市
】

▽
定
住
・
移
住
対
策
事
業
に
つ
い

て▽
空
き
家
対
策
事
業
に
つ
い
て

【
石
川
県
金
沢
市
】

▽
金
沢
市
ま
ち
な
か
自
転
車
利
用

環
境
向
上
計
画
に
つ
い
て

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

市の木
「やまもみじ」

金
沢
市
役
所
に
て　

名
護
市
役
所
に
て　

委
員
会
の
行
政
視
察

委
員
会
の
行
政
視
察


